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平成26年火災・救急・救助件数

平成27年　消防出初式（川内会場）下甑町海星中学校職場体験

☎（27）1199
　消防局では市民の皆さんに当番医や火災など
の災害情報をお知らせするため、「消防テレホン
サービス」を設置しています。
　毎日18時～翌朝 8時 30分までは内科・外科
の夜間当番医を、日曜祭日の8時 30分～ 18時
までは、休日在宅医を音声により案内しています。
　また、市内で火災などの災害が発生したとき
は、災害の種類や場所を案内しています。当番
医などの情報を知りたい
ときは、緊急用の「119 番」
ではなく、「消防テレホン
サービス☎（27）1199」を
ご利用ください。

消防ミニ図鑑
【消防テレホンサービス】

№
34

緊急を要する方のために、救急車の適切な利用をお願いします！ ３月１日～３月７日　「春の全国火災予防運動」　を実施します！

検 索薩摩川内市消防局編集：薩摩川内市消防局予防課／ http://www.satsumasendai- fp. jp

　日本中が悲しみに包まれた平成23年３月11日、皆さんはあの日何を思い、どう変わりましたか。
　東日本大震災からまもなく４年、さらに、阪神淡路大震災から先月17日で20年が経過しました。
　今回、東日本大震災の被災地である福島県の須

す か

賀川
がわ

地方広域消防組合を通じ、被災された方から市民の皆さんへ
のメッセージをいただくことができました。被災者の生の声を聞き、いつ発生するとも分からない地震災害に備え、
あの大災害をいつまでも忘れず、教訓としましょう!!
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　火災件数は昨年より 1件増え 47 件で、建物火災の件数を前年
と比較すると 5件増え 22 件となりました。また４人の方が焼死
されています。
　火災の発生原因を見ると、1位は9年連続で「たき火・火入れ」（16
件）で2位は「放火・放火の疑い」（5件）、3位は「こんろ」（3件）と「電
気」（3件）でした。
　12月には、電気ストーブが原因の火災が 2件発生しましたが、
これは、寝具類が電気ストーブに接触したことにより、出火した
ものです。お年寄りや一人暮らしの世帯では、特にストーブなど
の暖房器具からの出火に気を付けましょう！
　今年 1年も無火災で過ごせるよう、常に「火の用
心」を心掛けてください。

　この時期は、空気が乾燥し風も強くなり、火災が発生しやすくなる
ことから、火災予防意識を高め、火災の発生を防止することを目的と
して実施します。
　火災は少しの油断で発生することを理解し、大切な命や財産を守る
ため、「火の用心」を忘れずに！
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出火原因から見る予防対策
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たき火・火入れからの出火防止
～防ごう枯草火災～

放火を防ぐ対策
～放火されない環境づくり～

出火原因
第1位

　国内の出火原因１位は、毎年「放火・放火の疑い」がトップとなっ
ています。　
　本市でも、「放火・放火の疑い」による火災が、昨年より３件多い
４件発生し、増加傾向にあります。放火を防ぐためには、放火され
にくい環境を作ることが大切です。次の項目をチェックし、放火を
防ぐ対策をとりましょう。

□１　家の周りに燃えやすいものを置かない
□２　車庫や物置などは必ず鍵をかける
□３　�郵便受けの郵便物などはこまめに取り

出す
□４　車は必ず鍵を閉める
□５　�車やバイクのカバーは防炎物品を使用

する
□ 6　�ごみは決められた日の決められた時間

に出す
□ 7　�不審者などの情報は、自治会単位で共

有する

出火原因
第2位

〜被災地からのメッセージ〜
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　毎年２～５月ごろにかけて、枯草の焼却による火災が多く発生し
ます。過去には燃え広がった火を消そうとしていた方の着衣に着火
し、亡くなられるという火災も発生しました。「たき火・火入れ」から
の火災をおこさないよう、次のことに気を付けましょう。

□１　�付近住民や環境問題に配慮し、できるだけ枯草などの焼却は
しない

□２　�農作業などでやむを得ず焼却行為を行う場合は、必ず消防署
へ届け出る

□３　消火するまでその場を離れない
□４　�消火に必要な消火器や水バケツ

を準備する
□５　１人で焼却を行わない
□６　�風の強い日や空気が乾燥してい

る日は、焼却を行わない
□７　�焼却する場合は、付近の燃えや

すいものを除去する

春の全国火災予防運動を実施します！
3月1日〜7日まで

福島県須賀川市の被災状況
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